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平成18年度の成人式が行われました。



成人としての
　　　決意を胸に
成人としての
　　　決意を胸に
成人としての
　　　決意を胸に

　１月７日（日）、日高村社会福祉センターにて日高
村成人式が行われ、63名の新成人が参加しました。
　式典では、まず新成人が一人ずつ紹介され、晴れ
晴れとした姿を見せてくれました。
　厳粛な雰囲気の中、中野村長から新成人へお祝い
の言葉が贈られ、来賓の壬生村議会議長から新成人
へ祝辞が述べられました。
　記念品贈呈では、吉村教育委員長から、新成人代
表の渋谷美里さんへ記念品が手渡され、最後に新成
人代表の謝辞として、近藤隆晃さんが、「新成人に
なったことを自覚するとともに、困難がおとずれた
としても、周りに支えてもらいながら立ち向かって
ゆく」と、力強く成人の決意を述べました。

～1986（昭和61）年４月２日から
　　　　1987（昭和62）年４月１日生まれ、76名の新成人～

厳粛な雰囲気の中式典は執り行われました

近藤隆晃さんによる成人者代表謝辞

　式典終了後は、記念行
事として、ビデオの鑑賞
会が行われました。
　このビデオは、新成人
が小・中学校当時に教わ
った先生方からのビデオ
レターで、先生方からの
心温まるメッセージが新
成人へ届けられました。

コンクール

　
第
32
回「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金

箱
」
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、「
貯

金
箱
の
作
製
を
通
じ
て
、
次
代
を

担
う
児
童
の
造
形
的
な
創
造
力
を

伸
ば
す
一
助
と
す
る
」
と
い
う
本

コ
ン
ク
ー
ル
の
趣
旨
を
理
解
し
、

積
極
的
に
参
加
し
た
小
学
校
と
し

て
日
下
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

１
月
９
日
（火） 

日
下
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
、
日
高
郵
便
局
長
よ

り
児
童
代
表
が
表
彰
（
日
本
郵
政

公
社
四
国
支
社
長
表
彰
）
を
受
け

ま
し
た
。

「私のアイデア
　　　　貯金箱」
「私のアイデア
　　　　貯金箱」
「私のアイデア
　　　　貯金箱」

学校賞学校賞

第32回

＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊
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１部（1.6キロ）
男子 １位　榮枝　裕貴　６分52秒
 ２位　廣光　諒輔　６分53秒
 ３位　光岡　諒彦　７分２秒
女子 １位　筒井菜乃香　７分６秒
 ２位　廣光　とも　７分15秒
 ３位　前田　玲奈　８分32秒

Village Topics

日
高
村

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会約250名のランナーが一斉にスタートしました

10キロコース後半の
厳しい上り坂

第
24
回

３部（10キロ）
一般男子
 １位　徳永　政則　36分44秒
 ２位　中越　洋幸　37分47秒
 ３位　山中　英裕　38分34秒
一般女子
 １位　中田　奈美　39分53秒
 ２位　森山　明子　47分44秒
 ３位　片岡　幸子　47分54秒

記
録

　

平
成
19
年
１
月
８
日
㈪
に
、
第
24

回
日
高
村
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
、
村
内
外
よ
り
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
が
、
新
春
の
日
高
路
を
駆
け
抜

け
、さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

本
年
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、

10
キ
ロ
の
本
格
的
な
コ
ー
ス
や
、
小

学
生
が
参
加
で
き
る
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー

ス
な
ど
を
設
定
し
、
ま
た
、
ト
マ
ト

の
販
売
や
鍋
・
あ
め
湯
な
ど
の
店
も

あ
り
、
250
名
近
い
参
加
者
で
大
変
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
10
キ
ロ
コ
ー
ス
に

は
、
後
半
に
厳
し
い
坂
道
が
あ
り
、

多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
「
坂
が
厳
し

か
っ
た
。」
と
、
声
を
そ
ろ
え
て
い

ま
し
た
。

　１月21日㈰、東部児童館
にて「親子もちつき大会」が
行われました。
　当日は、37名の親子、地域の方、小学校の先生にも
参加していただき、あんこ餅、きな粉餅、ごま餅と３
種類のお餅を作りました。

　力強くお餅をつく中学生や、
児童民生委員の方にお手伝
いしてもらいながらお餅
をつく小学生など、み
んなで楽しくお餅つき
ができました。
　みんなで作ったお餅
は、とてもおいしかった
です。

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

東部児童
館

親子もちつき
大会

２部（２．７キロ）
小学生高学年男子
 １位　広瀬　昇平　11分28秒
 ２位　松岡　　駿　12分２秒
 ３位　川瀬　博也　12分６秒
小学生高学年女子
 １位　石川　水月　12分48秒
 ２位　森下日菜子　13分44秒
 ３位　岡本　遥佳　14分６秒
一般男子
 １位　氏原　　良　９分12秒
 ２位　西川　泰史　９分14秒
 ３位　中山　　明　９分49秒
一般女子
 １位　岡本　孝子　14分42秒
 ２位　筒井　由夏　15分23秒
 ３位　中山　清子　15分26秒

4ALTALT
　皆さんあけましておめでとうございます！12月の
末に、レベッカのお兄さんが住んでいる大阪に、車で
訪問していきました。時間がすごくかかって、びっく
りしました。大阪の周辺に観光地はたくさんあります。
平等院は特にすばらしかったです。レベッカの好きな
ところは「稲荷神社」でした。レベッカはきつねがか
わいらしいと言っていました。お兄さんとチボという

有名なお好み焼きレストラ
ンで食べる機会がありまし
た。大阪のお好み焼きはお
いしいですね。レベッカは
お兄さんから離れることが
寂しいと言っていました。
私は都会の町より田舎のほ
うが好きですから日高村に
帰り、ほっとしました。
　今年もよろしくお願いい
たします！
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総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－5197
保健センター
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津出張所
24－5141
土地改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－5197
保健センター
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津出張所
24－5141
土地改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の

情報
く・ら・し・の

情報

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

今
回
日
高
村
内
で
募
集
を
行
う
団
地
は
、

日
高
東
団
地
（
１
戸
）
の
１
団
地
で
す
。

　

申
込
み
方
法
が
郵
送
で
の
申
込
み
に
変
更

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
直
接
持
参
も

可
能
で
す
の
で
、
申
込
み
方
法
や
入
居
申
込

み
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
「
募
集
案
内
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
配
布

　

２
月
１
日
㈭
〜
20
日
㈫

●
配
布
場
所

日
高
村
役
場
企
画
課
、
県
庁
１
階
募
集

要
項
コ
ー
ナ
ー
、
高
知
県
住
宅
供
給
公

社
、
高
知
県
ふ
く
し
交
流
プ
ラ
ザ
、
高

知
市
内
の
各
市
民
会
館
及
び
奈
半
利
町
・

安
芸
市
・
香
美
市
・
南
国
市
・
本
山
町
・

い
の
町
の
各
市
町
村
役
場

●
申
込
受
付
期
間

　

２
月
10
日
㈯
〜
20
日
㈫

郵
送
の
場
合　

２
／
10
〜
２
／
20
の
郵
便

局
の
消
印
が
あ
る
も
の
が
有
効

持
参
の
場
合　

受
付
期
間
の
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
正
午
〜
午
後
１
時
休
憩
）

●
申
込
書
提
出
及
び
送
付
先

高
知
市
九
反
田
４
番
10

－

４
０
１
号

（
ト
ッ
プ
ワ
ン
四
国
４
階
）
高
知
県
住
宅

供
給
公
社

お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
８
８

－

８
８
３

－

０
３
４
４

●募集団地
団地名 募集戸数 住戸番号 間取り等 備　　　考

日高東 １ 104 ６、６、６、
DK、風呂

家賃、階数、入居資格等詳細は「募集案内」
でご確認ください。

活
動
内
容

•
仁
淀
川（
自
宅
付
近
の
区
間
）

を
機
会
あ
る
ご
と
に
見
る
。

•
河
川
の
状
況
に
つ
い
て
気
が

つ
い
た
こ
と
を
連
絡
す
る
。

•
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
連
絡
会

議
に
出
席
す
る
。

応
募
資
格

①
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、

河
川
愛
護
に
関
心
が
あ
る

②
仁
淀
川
の
近
隣
に
住
ん
で
い

る
③
満
20
歳
以
上
の
方

モ
ニ
タ
ー
期
間

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

平
成
20
年
３
月
31
日　

　

ご
希
望
の
方
は
応
募
用
紙
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
下

記
の
連
絡
先
に
直
接
取
り
に
来

て
い
た
だ
く
か
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
郵
送
い
た
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

（
仁
淀
川
）
募
集
の
お
知
ら
せ

連
絡
先

高
知
河
川
国
道
事
務
所

　

〒
７
８
０

－

８
０
２
３

　
　

高
知
市
六
泉
寺
町
96

－

７

　

☎ 

０
８
８-

８
３
３-

６
９
０
４

　

℻ 

０
８
８-

８
３
１-

８
５
７
０

仁
淀
川
出
張
所

　

〒
７
８
１

－

０
３
０
１

　
　

吾
川
郡
春
野
町

弘
岡
上
１
９
９
２

　

☎ 

０
８
８-

８
９
４-

２
０
４
４

　

℻ 

０
８
８-

８
９
４-

２
１
４
４

　

皆
様
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
応
募
の
受
付
は
平

成
19
年
３
月
２
日
㈮
ま
で
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

国
土
交
通
省
高
知
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
仁
淀
川
を
管
理
す

る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
地
域
の
方
々
と
の
連
携
を
深
め
る
た
め
、

平
成
19
年
度
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー（
仁
淀
川
）を
募
集
い
た
し
ま
す
。

水
道
料
金
口
座
振
替
日
の
変
更

に
つ
い
て

　

平
成
18
年
12
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
た
水
道
条
例
改
正
に
伴

い
、
水
道
料
金
口
座
振
替
日
を
、
左
記
の
よ
う
に
変
更
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

変
更
前

変
更
後

毎
月
28
日
（
28
日
が
土
・
日
・

祭
に
当
た
る
と
き
は
、
翌
日
の

金
融
機
関
営
業
日
と
す
る
。）

毎
月
末
日
（
末
日
が
土
・
日
・

祭
に
当
た
る
と
き
は
、
翌
日
の

金
融
機
関
営
業
日
と
す
る
。）

四
国
銀
行
・
高
知
銀
行
・
コ
ス

モ
ス
農
協
・
郵
便
局

四
国
銀
行
・
高
知
銀
行
・
コ
ス

モ
ス
農
協
・
郵
便
局

　

た
だ
し
、
通
常
の
再
振
替
日
・
13
日
は
、
変
更
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
19
年
１
月
31
日
（
12
月
分
水
道
料
金
）
の
振
替
よ
り
、
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
課
水
道
係
（
☎
２
４

－

５
１
１
４ 

直
通
）
ま
で
、
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

災
害
情
報
収
集
・
提
供
シ
ス
テ

ム
の
高
知
県
内
試
行
開
始

─広報ひだか 2月号─　（4）（5）　─広報ひだか 2月号─

　

地
震
・
台
風
等
の
災
害
時
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、

住
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
が
道
路
管
理
者
の
対
応
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、
皆

様
が
発
見
し
た
道
路
災
害
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら

簡
単
に
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
登
録
で
き
る
「
災
害
情
報
収
集
・
提

供
シ
ス
テ
ム
」
を
高
知
県
内
道
路
を
対
象
に
試
行
開
始
し
ま
す
。

ア
ク
セ
スU

RL

は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
はhttp://w

w
w
.douro-

saigai.go.jp

携
帯
電
話
か
ら
はhttp://bbs.douro-saigai.go.jp/

で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
四
国
地
方
整
備
局
道
路
部
道
路
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　

☎ 

０
８
７

－

８
１
１

－

８
３
２
５



ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近

で
焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の

量
が
少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
な
い
頃
に
は
、

ご
み
処
理
の
た
め
に
相
応
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な

り
、
ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て

い
ま
す
。
焼
却
は
十
分
管
理
さ

れ
た
焼
却
炉
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に

対
す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る

声
も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野

焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」により廃棄物の野焼きは一部の例
外を除いて禁止されています。
◎野焼きは直接罰の対象となります。

５年以下の懲役もしくは1,000万円以
下の罰金、またはこれらの両方

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き

策
を
し
た
焼
却
炉
の
数
千
倍
か

ら
数
万
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く

微
量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ

す
な
ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ

る
う
え
に
非
常
に
分
解
さ
れ
に

く
い
た
め
、
土
、
川
、
海
↓
生

物
↓
食
物
↓
人
と
食
物
連
鎖
に

よ
り
次
々
に
濃
縮
汚
染
さ
れ
、

人
に
害
毒
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配
な
の

は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ
ん

の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所 

環
境
課

　

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課

　

☎
２
４

－

７
８
５
１

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

　

高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
県

民
の
皆
様
に
法
務
局
の
業
務
内

容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
多
く
の
方
々
に
法
務
局
に

親
し
み
を
持
っ
て
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、左
記
の
と
お
り
、

県
内
６
ヶ
所
に
お
い
て
無
料
相

談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

土
地
、
建
物
や
会
社
の
登
記

手
続
の
ほ
か
、
相
続
や
遺
言
、

戸
籍
や
人
権
に
つ
い
て
の
困
り

ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

県
内
一
斉

「
法
務
局
く
ら
し
の
相
談
所
」

の
開
設
に
つ
い
て

開設場所（県内６ヶ所）
★新京橋プラザ

高知市帯屋町１－11－40
★土佐市社会福祉センター

土佐市高岡乙3451－１
★香南市香我美保健福祉センター

香南市香我美町下分646
　高知地方法務局須崎支局

須崎市青木町１－４
　奈半利町立町民会館

安芸郡奈半利町乙1297－１
　土佐清水市立中央公民館

土佐清水市幸町４－12

お問い合わせ先
　高知地方法務局総務課　☎088－822－3331

　

な
お
、
★
印
の
付
い
た
新
京

橋
プ
ラ
ザ
、
土
佐
市
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
及
び
香
南
市
香
我
美

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
公
証
人
も
相
談
を
お
受
け

い
た
し
ま
す
。

日　

時
平
成
19
年
２
月
25
日
㈰
、
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
内
容

登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
国
籍
・

人
権
擁
護
に
関
す
る
相
談
全

般

２月は
「北方領土返還運動
全国強調月間」です

　歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島の北
方四島は、いまだかつて一度も外国の領土
になったことのない日本固有の領土です。

「四島（しま）還れ！
日本の声です　叫びです」

（平成18年度北方領土に関する　
標語最優秀作品）
高知県文化環境部

罰則規定が変わりました。

─広報ひだか 2月号─　（4）（5）　─広報ひだか 2月号─

母子家庭の自立を支援します
　県では、県内の町村に在住する母子家庭のお母さんを対象
に、自立を支援する事業を実施しています。
　就職に役立つ資格や技能の習得を目的とする各種講座を受
講する場合には、受講料を助成します。
　また、看護専門学校などで長期の教育訓練を受ける場合は、
生活費を支給します。
　助成にあたっては支給要件や、支給割合等がありますので、
下記までお問い合わせください。

お問い合わせ先
　高知県中央西福祉保健所　　☎ 0889－22－1247
　高知県健康福祉部こども課　☎ 088－823－9654



─広報ひだか 2月号─　（6）（7）　─広報ひだか 2月号─ 国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。

－国民年金－
お問い合わせは  24－5112

　

１
年
前
納（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
）

お
よ
び
６
ヶ
月
前
納
（
４
月
〜
９
月

分
・
10
月
〜
翌
年
３
月
分
）
は
、「
口

座
振
替
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

納
付
書
（
現
金
）
で
前
納
す
る
よ
り

も
割
引
額
が
高
く
、
さ
ら
に
お
得
に

な
り
ま
す
。

○
月
々
の
納
付
も
口
座
振
替
の
「
早

割
」
な
ら
お
得
で
す

　

口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
納
付
の
場

合
、
通
常
の
振
替
日
は
翌
月
末
で
す

が
、
当
月
末
振
替
の
「
早
割
」
を
ご

○
年
金
相
談
の
受
付
時
間
延
長

　

２
月
13
日
㈫
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務

所
に
お
い
て
、
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後
７

時
ま
で
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
週

月
曜
日
に
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後
７
時
ま

で
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

○
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

　

２
月
10
日
㈯
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務

所
に
お
い
て
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま

で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
年
金
相
談
の
予
約

　

県
下
の
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、第
２
土
曜
日
、

時
間
外
年
金
相
談
の
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
ヶ

月
前
か
ら
電
話
に
よ
る
予
約
を
受
付
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談

の
お
知
ら
せ（
２
月
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

「
口
座
振
替
」で
前
納
が
お
得
で
す
。

（例：３月中に登録をした場合）

～通常の口座振替～（翌月末振替）
保険料
３月分
４月分
５月分

口座振替月
４月末日
５月末日
６月末日

口座振替月

４月末日

５月末日
６月末日

保険料
３月分
４月分
５月分
６月分

～早割の口座振替～（当月末振替）

※ 月末が金融機関の非営業日の場
合、振替日は翌営業日となります。
※ 早割の初回振替は原則２ヶ月分
（前月分・当月分）となります。
　 また、割引は４月（当月）分以降
の保険料からとなります。

平成19年度の割引額につ
きましては、変更される
予定です。

《参考》平成18年度割引額

～現金納付の場合～

毎 月 納 付 割引なし

６ヶ月前納 680円

１ 年 前 納 2,950円

～口座振替の場合～

毎 月 納 付 50円※
６ヶ月前納 940円　
１ 年 前 納 3,490円　
※早割を利用した場合

利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
割
引

と
な
り
お
得
で
す
。

○
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
…

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
預

（
貯
）金
通
帳
、
預（
貯
）金
通
帳
の
お

届
け
印
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
や
郵

便
局
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前

納
お
よ
び
６
ヶ
月
前
納
（
４
月
〜
９

月
分
）
は
、
４
月
末
日
（
今
年
は
休

日
の
た
め
５
月
１
日
）
の
引
き
落
と

し
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
３
月
中
に

社
会
保
険
事
務
所
で
事
前

登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
お
早
め
に
直
接
社
会

保
険
事
務
所
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前

納
を
さ
れ
て
い
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
あ
ら

た
め
て
お
申
し
込
み
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

平
成
19
年
度
の
割
引
額

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期

限
で
す
。
期
限
内
に
納
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◎
国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料
の
納
付

は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
負
担
能
力
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
し
な
い
人
に
対

し
て
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医

師
・
歯
科
医
師
約
600
名
で
構
成
さ

れ
た
団
体
で
す
。
左
記
の
内
容
で

朝
９
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま
で
、
24

時
間
同
じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ
を

流
し
て
い
ま
す
。
健
康
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
電
話
番
号
は

０
８
８

－

８
３
２

－

５
２
６
６

 

で
す
。

２
月

▼
月
曜
日　

よ
く
噛
む
こ
と
と
認
知
症
予
防

▼
火
曜
日　

糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
る
と
い
わ

れ
た
ら

▼
水
曜
日　

　

尿
潜
血
陽
性
と
い
わ
れ
た
ら

▼
木
曜
日　

　

婦
人
の
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症

▼
金
曜
日　

　

手
首
を
切
る
と
い
う
こ
と

▼
土
・
日　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
は

※
日
曜
日
、祝
日
は
前
日
と
同
じ

テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

健康
テレホン
サービス
のご案内

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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今
回
か
ら
は
「
薬
の
飲
み
方
・
使
い

方
」
に
つ
い
て
改
め
て
書
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
第
１
回
目
は
「
薬
を
飲

む
時
の
一
般
的
注
意
」
で
す
。
薬
を
飲

む
時
に
は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

❶
飲
み
方
・
飲
む
量
・
飲
む
時
間
を
守

る
！

　

薬
の
飲
み
方
や
飲
む
量
は
、
病
状
や

年
齢
、
体
質
な
ど
色
々
な
事
を
考
え
た

上
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
原
則

と
し
て
自
分
の
判
断
で
変
え
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
薬
は
た
く
さ
ん
飲
め
ば
よ
く

効
く
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

決
め
ら
れ
た
用
量
以
上
に
使
う
と
副
作

用
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

副
作
用
を
こ
わ
が
っ
て
中
途
半
端
に
服

用
す
る
と
、
肝
心
の
効
果
が
出
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
の
中
で
薬

の
有
効
な
濃
度
を
保
つ
た
め
に
も
、
決

め
ら
れ
た
服
用
時
間
を
守
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。一
部
の
例
外
を
除
い
て
、

飲
み
忘
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
次
の
時

に
２
回
分
ま
と
め
て
飲
む
よ
う
な
こ
と

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

❷
薬
の
形
（
剤
形
）
に
あ
っ
た
正
し
い

飲
み
方
を
守
る
！

　

錠
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
、
粉
薬
な
ど
は
、

コ
ッ
プ
１
杯
の
水
か
ぬ
る
ま
湯
で
服
用

し
ま
す
。
水
の
量
が
少
な
い
と
薬
の
吸

収
が
遅
く
な
り
、
期
待
す
る
効
果
が
現

れ
に
く
く
な
り
ま
す
し
、
カ
プ
セ
ル
剤

な
ど
は
食
道
に
ひ
っ
か
か
っ
て
、
そ
の

部
分
に
炎
症
や
潰
瘍
が
で
き
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
徐
々
に
溶
け
る
薬
（
徐
放

剤
）
や
腸
で
溶
け
る
薬
（
腸
溶
剤
）
は
、

か
み
砕
い
て
服
用
す
る
と
せ
っ
か
く
の

長
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
か

ま
な
い
で
飲
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

粉
薬
は
粒
子
が
細
か
い
粉
末
な
の

で
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
は
む
せ
な
い

よ
う
に
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
服
用
す

る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
液
剤
は
よ
く

振
っ
て
か
ら
、
１
回
量
を
計
量
カ
ッ
プ

な
ど
に
移
し
て
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

❸
飲
み
合
わ
せ
（
相
互
作
用
）
に
注
意

す
る
！

　

別
々
の
病
院
で
も
ら
っ
た
薬
は
医

師
、
薬
剤
師
に
相
談
し
て
か
ら
飲
む
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
病
院
で
も

ら
っ
た
薬
と
薬
局
で
買
っ
た
薬
を
一
緒

に
飲
む
場
合
も
同
じ
で
す
。
薬
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
期
待
通
り
の
効

果
が
現
れ
な
か
っ
た
り
、
思
わ
ぬ
副
作

用
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

❹
他
人
の
薬
は
飲
ま
な
い
！

　

家
族
や
友
人
が
医
師
か
ら
出
し
て
も

ら
っ
た
薬
で
よ
く
効
い
た
も
の
が
あ
る

と
、
そ
れ
を
分
け
て
も
ら
っ
て
服
用
す

る
方
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
絶
対
に
や
め

て
く
だ
さ
い
。
医
師
か
ら
処
方
さ
れ
た

薬
は
そ
の
方
だ
け
の
薬
で
す
。

❺
薬
の
保
管

　

高
温
、
湿
気
、
直
射
日
光
の
３
つ
を

避
け
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
車
の
中
や

湿
度
、
温
度
が
高
い
台
所
や
洗
面
所
な

ど
で
の
保
管
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵

庫
に
保
管
す
る
場
合
は
、
乾
燥
剤
を
入

れ
た
缶
に
薬
を
入
れ
、
テ
ー
プ
な
ど
で

密
封
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

シ　リ　ー　ズ 知っておきたい薬の知識68

日高菜の花エコプロジェクト 日高ニコ2エコ応援団からのお知らせ

日
高
菜
の
花
エ
コ
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

11
月
に
村
内
６
ヶ
所
に
菜
の
花
を
植
え

ま
し
た
。
そ
の
菜
の
花
が
３
月
に
は
か
わ

い
い
花
を
つ
け
る
予
定
で
す
。
そ
の
菜
の

花
を
眺
め
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

エ
コ
（
環
境
）
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

３
月
25
日
㈰
に
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
「
日
高
菜
の
花
エ
コ
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、「
何
の
た
め
に

あ
な
た
は
生
き
て
い
る
の
で
す
か
」
の
著

者
の
太
田
篤
先
生
に
、
環
境
の
た
め
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
私
た
ち
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
を
お
話
い
た
だ

く
ほ
か
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
や
せ
っ
け
ん

づ
く
り
教
室
な
ど
楽
し
い
催
し
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
お

ま
つ
り
な
ん
だ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
、
楽

し
い
お
店
も
た
く
さ
ん
出
ま
す
よ
。
シ
ュ

ガ
ー
ト
マ
ト
を
使
っ
た
パ
ス
タ
や
ピ
ザ
…

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
、
お
楽
し
み
に
ね
。

　

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り

ま
す
。

　

菜
の
花
エ
コ
ま
つ
り
当
日
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な

が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
エ
コ
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
か
ら
お
と
な
ま

で
、
年
代
は
問
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
２
０

－

１
５
２
２

河
渕
（
日
高
村
企
画
課
内
、
地
域
支

援
企
画
員
）

　

現
在
の
菜
の
花
の
様
子
で
す
。

　

今
は
、
寒
さ
の
た
め
、
冬
眠
中
の
よ
う

で
す
（
暖
冬
で
す
け
ど
ね
…
）。
２
月
を

す
ぎ
る
と
ぐ
ん
と
成
長
し
て
、
３
月
に
は

花
を
つ
け
始
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
楽
し

み
で
す
ね
。

廃
食
油
の
回
収
場
所

　

村
内
６
ヶ
所
に
廃
食
油
の
回
収
場
所
が

あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　

天
ぷ
ら
な
ど
を
し
た
後
の
廃
食
油
は
、

そ
の
ま
ま
捨
て
ず
に
、
ぜ
ひ
、
回
収
場

所
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ね
。
集
ま
っ

た
廃
食
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
村
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
燃
料
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

回
収
場
所

役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
東
部
福
祉
館
、

西
部
福
祉
館
、
加
茂
教
育
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
能
津
支
所
、
役
場
能
津
出
張
所



　
２
０
０
６
年
11
月
30
日
、
１

年
生
39
名
は
８
名
の
外
国
の
方

（
イ
ラ
ン
・
ネ
パ
ー
ル
・
ガ
ー

ナ
・
パ
ラ
オ
・
タ
イ
・
ニ
ウ
エ
・

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
・
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
）
と
、
国
際
交
流
を
し
ま

し
た
。

　
１
年
生
が
交
流
し
た
８
名
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
生
と
し
て
日
本

に
来
ら
れ
て
い
た
方
々
で
す
。

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
交
流
機
構
）」

で
は
、
現
地
へ
行
っ
て
様
々
な

技
術
支
援
を
行
う
ほ
か
、
災
害

時
の
緊
急
援
助
や
、
日
本
に
招

い
て
技
術
研
修
を
開
く
な
ど
の

協
力
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
名
の
方
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
様
子
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

日
本
の
ゲ
ー
ム
や
伝
統
的
な
遊

び
を
し
た
後
、
一
緒
に
お
茶
を

飲
ん
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　２時間ぐらいの短い時間でしたが、ゲームを
したり、国の紹介をしていただいたり、いろん
な交流ができて、貴重な経験になりました。す
ごく楽しかったです。歌を歌っているときに、
手拍子をしてもらえたときはびっくりしました。
言葉は通じなくても、一緒に歌えているようで、
楽しかったです。

　今日はいろんなことを教えて
いただき、ありがとうございま
した。折り紙が上手で、びっく
りしました。抹茶は苦かったで
すか？ようかんは甘すぎました
か？貴重な経験を、本当にあり
がとうございました。

　今日はすごく楽しかったです。悲しい出来
事や、民族衣装など新しく知ったことがたく
さんありました。皆さん、楽しい人ばかりで、
気軽に話すことが出来ました。今日のことは
すごく思い出に残りました。出来れば、また
日高中学校に遊びに来てほしいです。本当に
ありがとうございました。

　「じゃんけん列車」は、ルールが分
からなくてとまどったと思いますが、
日本の遊びを知ってくださってうれし
かったです。また自分の国に帰ったら、
やって欲しいです。

Ⅱ 人権総合学習Ⅱ 人権総合学習
　
１
年
生
の
総

合
的
な
学
習
の

時
間
で
は
、「
生

き
る
力
を
育
む

人
権
総
合
学
習
」

を
す
す
め
て
い

ま
す
。
生
徒
た

ち
が
、
興
味
・

関
心
を
も
ち
、

主
体
的
に
学
ぶ

た
め
に
、
教
室
に
お
け
る
一
斉
授
業
だ
け
で

な
く
、
参
加
・
体
験
型
や
課
題
選
択
学
習
な

ど
の
多
様
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
授
業
の
中
で
は
、
聞
き
取
り
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
取
り
入
れ
、

自
ら
が
学
習
に
参
加
し
、
気
づ
き
、
考
え
て

い
く
こ
と
、
あ
る
い
は
人
権
問
題
に
直
面
し

た
場
面
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
人
と
の
「
出
会
い
」
を
通
し
て
自
尊
感

情
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
、
自

ら
の
生
き
方
を
見
つ
め
な
お
し
て
い
け
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
総
合
的
な
学
習
は
、
３
つ
の
テ
ー

マ
「
外
国
人
、
感
染
症
、
障
害
者
」
に
分
か

れ
、
さ
ら
に
課
題
別
グ
ル
ー
プ
学
習
の
形
態

を
と
り
、「
出

会
い
」「
ふ

れ
あ
い
」
を

取
り
入
れ
な

が
ら
学
び
を

深
め
て
い
ま
す
。

　「
感
染
症
」

グ
ル
ー
プ
で
は
、

調
べ
学
習
を

行
い
、
エ
イ

ズ
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
違
い
や
、
エ
イ
ズ
の
症
状
、

感
染
原
因
、
感
染
者
差
別
、
予
防
方
法
な
ど

を
勉
強
し
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

感
染
者
差
別
に
つ
い
て
深
く
追
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
障
害
者
」

グ
ル
ー
プ
で

は
、
さ
ら
に

３
つ
の
テ
ー

マ
「
身
体
障

害
者
、
聴
覚

障
害
者
、
視

覚
障
害
者
」

に
分
か
れ
、

学
習
を
深
め

ま
し
た
。
車

い
す
利
用
者
、
聴
覚
障
害
者
、
視
覚
障
害
者

の
擬
似
体
験
学
習
で
は
、
実
際
に
校
舎
内
外

で
疑
似
体
験
を
行
い
、
実
際
に
ど
う
い
う
と

こ
ろ
が
不
便
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
高
村
の
郵
便
局
や
役
場
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
疑
似
体

験
を
行
い
、
自
分
た
ち
の
村
で
の
公
共
施
設

で
の
便
利
な
所
や
不
便
な
所
を
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
実
際
に
く
す
の
き
荘
の
高
齢

者
や
視
覚
障
害
者
と
出
会
い
交
流
す
る
こ
と

に
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　「
外
国
人
」
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

ジ
ョ
シ
ュ
先
生
の
講
演
と
ア
メ
リ
カ
の
料
理
、

ハ
ワ
イ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
、
国
籍

条
項
の
撤
廃
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
修
学
旅
行
の
事
前
学
習
を
か
ね

て
、
在
日
韓
国
朝
鮮
人
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ⅰ ＪＩＣＡとの交流Ⅰ ＪＩＣＡとの交流

生徒の感想より

日高中学校日高中学校

─広報ひだか 2月号─　（8）（9）　─広報ひだか 2月号─



日　時　平成19年２月14日（水）
　　　　13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句
教室

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん
大歓迎。

今回の兼題は、

　“節  分”です。

はいく

きょうしつ

池野いちび選

─広報ひだか 2月号─　（8）（9）　─広報ひだか 2月号─

俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
さ
む
い
夜
は

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
着
て
母
し
の
ぶ

河
村　

時
子

　

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
は
袖
の
な
い
綿
入

で
、
お
も
に
、
老
人
や
幼
児
が
着
る
も
の

で
す
。
母
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、今
、

自
分
が
そ
れ
を
着
て
母
を
思
い
出
し
て
い

ま
す
。

○
あ
る
は
ず
の

去
年
の
手
袋
ど
こ
へ
や
ら

山
中　

静
江

　

今
年
も
手
袋
が
ほ
し
い
時
季
に
な
り
ま

し
た
。
去
年
使
っ
た
後
で
し
ま
つ
し
た
の

だ
か
ら
、
ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
な
の
で
す

が
、
は
て
、
ど
こ
へ
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

○
坂
道
は
犬
に
引
か
れ
て
枯
れ
葉
降
る

山
本
眞
知
子

　

犬
は
山
へ
入
る
と
、
よ
ろ
こ
ん
で
、
坂

道
で
も
先
へ
先
へ
急
い
で
行
こ
う
と
し
ま

す
。
犬
と
人
の
上
に
木
の
葉
が
、
は
ら
は

ら
と
散
り
か
か
り
ま
す
。

○
ひ
と
つ
づ
つ
心
ま
か
せ
の
冬
支
度

山
中　

憲
子

　

着
る
も
の
を
と
と
の
え
た
り
、
ス
ト
ー

ブ
を
出
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
寒
さ
に
対

す
る
準
備
に
と
り
か
か
る
の
を
冬
支
度
と

い
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
急
が
ず
、
ひ
と
つ

ず
つ
気
ま
ま
に
す
る
の
が
、
か
え
っ
て
早

く
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

○
タ
ン
ス
よ
り
毛
糸
の
帽
子
冬
支
度

山
中　

芳
子

　

洋
服
も
着
物
も
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
と
と
の
え
て
の
冬
の
用
意
。
タ
ン

ス
へ
だ
い
じ
に
し
ま
つ
し
て
あ
っ
た
毛
糸

の
帽
子
も
出
し
ま
し
た
。

○
さ
ざ
波
の
湖
面
に
ひ
ら
り
落
葉
か
な

寺
田　

信
子

　

き
ら
き
ら
と
光
る
小
さ
な
波
の
湖
の
上

に
、
落
葉
が
ひ
ら
ひ
ら
と
散
り
か
か
り
ま

し
た
。
静
か
で
美
し
い
景
色
で
す
。

玉
葱
を
植
え
て
霜
よ
け
藁
を
き
せ

西
森　

睦
子

　

植
え
た
玉
葱
が
寒
さ
に
や
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
て
い
ね
い
に
霜
よ
け
の
藁
を
か
ぶ
せ
て

や
り
ま
す
。
冬
を
越
し
て
来
年
の
夏
に
な
る

と
、
お
い
し
い
玉
葱
が
で
き
る
の
が
た
の
し

み
で
す
。

伊
野
部
哲
也

○
ラ
ン
ナ
ー
の
太
も
も
赤
く
息
白
し

空
気
が
冷
た
く
、気
温
が
低
く
な
る
と
、

吐
く
息
が
白
く
、
走
っ
た
り
す
る
と
一

そ
う
白
く
見
え
る
。

掲
句
は
、
寒
風
の
中
で
懸
命
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
ラ
ン
ナ
ー
の
姿
を
活
写
し

た
。
一
月
八
日
に
行
わ
れ
た
日
高
村
マ

ラ
ソ
ン
の
吟
。

北
添　

正
子

○
鏡
餅
来
年
も
又
飾
り
た
く

今
年
も
鏡
餅
を
お
供
え
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
来
年
へ
つ
な

ぐ
願
望
を
詠
む
。
作
者
、北
添
さ
ん
は
、

思
い
が
け
な
い
怪
我
を
さ
れ
て
か
ら
、

コ
ス
モ
ス
の
家
で
静
養
を
続
け
ら
れ
て

い
る
。
一
日
も
早
い
ご
回
復
を
。

中
山　

美
根

初
句
会
わ
す
れ
て
な
ら
ぬ
方
ば
か
り

三
か
日
常
と
変
わ
ら
ぬ
息
を
す
る南

部
記
代
子

千
両
に
結
ば
れ
て
居
る
み
く
じ
か
な

病
み
て
よ
り
ス
ー
パ
ー
で
買
う
鏡
餅

橋
詰
登
志
子

枯
沼
の
葉
ず
れ
の
中
に
鳥
の
声

眉
描
い
て
気
持
ち
整
ふ
初
鏡

浜
田　

博
子

蜷
の
道
に
ぶ
く
と
だ
え
て
を
り
に
け
り

日
表
に
水
仙
開
く
水
の
音

濱
田　
　

幸

鴨
鳴
く
や
蘆
穂
の
先
の
光
り
を
り

明
け
や
ら
ぬ
水
面
近
く
に
鴨
の
群岩

村　

さ
と

村
中
が
注
連
飾
し
て
日
が
昇
る

幼
児
の
春
着
姿
に
鈴
が
鳴
る

柏
井　

皓
子

土
佐
弁
の
笑
い
こ
ろ
げ
て
歌
留
多
取
る

枯
葦
の
池
の
隙
間
に
浮
か
ぶ
雲

片
岡　

幸
枝

途
切
れ
た
る
道
に
沈
み
て
を
り
し
蜷

汽
車
で
来
て
新
年
会
の
席
に
着
く川

瀬　

晴
恵

倒
木
に
芽
吹
く
構
へ
の
柳
か
な

冬
ざ
れ
や
繋
ぎ
し
ま
ま
の
古
り
し
舟

高
橋
十
糸
子

朝
茜
姿
は
ま
だ
し
鴨
の
声

音
も
な
く
残
照
の
池
に
鴨
群
る
る鎮

西　

美
緒

着
ぶ
く
れ
し
袖
を
巻
き
上
げ
厨
事

初
夢
や
出
勤
し
た
と
語
り
笑
む

森
下　

花
子

八
十
余
年
無
病
息
災
初
詣

夫
と
掌
を
握
り
て
昇
る
初
詣

島
田　
　

瞳

な
び
き
伏
す
向
き
の
決
ま
り
て
葦
枯
る
る

鳰
直
ぐ
浮
く
沼
の
浅
か
り
し

中
村　

梅
子

里
山
を
い
で
く
る
水
に
育
つ
芹

浮
橋
に
入
れ
ば
そ
こ
よ
り
鴨
の
翔
つ

橋
田　

憲
明

枯
蘆
に
さ
ざ
波
の
わ
け
入
れ
る
み
ち

田
一
枚
切
干
に
日
を
ひ
ろ
げ
た
る池

野
い
ち
び

切
干
へ
遠
山
よ
り
の
風
が
来
る

樟
脳
の
匂
ふ
袴
や
初
稽
古

か
い
つ
ぶ
り



黄色い紙の上に置い
て撮影しています

○
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
休
館
日

　
月
・
祝
日

○
貸
出

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
２
週
間

　
　
20
―
１
５
３
３

図書館利用案内Village NowVillage Now
日高村の人口日高村の交通事故

発生状況

　　　１～12月分（12月）
人身事故　　43件 （３件）

死　　者　　２名 （０名）
傷　　者　　50名 （４名）

　　　　　　12月末現在
　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,447　（＋１）
人　口 　 6,095人（－１）
　　　 男 2,891人（－１）
　　　 女 3,204人（±０）

日高村指定「ごみ袋」が変わります日高村指定「ごみ袋」が変わります日高村指定「ごみ袋」が変わります
２月１日より販売開始（可燃用  小袋）

　
日
高
村
で
は
、
平
成
12
年
４
月
１
日
よ
り
、
ご
み

処
理
が
有
料
化
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
家
庭
の

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
種
類
ご
と
に
村

が
指
定
し
た
「
ご
み
袋
」
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
り
、

現
在
、
村
民
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
で
、
近
年
、
各
種
の
「
ご
み
袋
」

に
つ
い
て
、
袋
の
形
状
や
容
量
等
に
つ
い
て
、
見
直

し
を
要
望
す
る
声
が
役
場
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
役
場
で
は
、
こ
う
し
た
村
民
の
声
に
対
応
す
る
た

め
、
担
当
課
に
お
い
て
、
女
性
の
会
等
の
各
界
の
代

表
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、「
ご
み
袋
」
に

つ
い
て
検
討
を
お
願
い
す
る
な
ど
し
、
協
議
し
た
結

果
、
こ
の
度
、
現
在
の
村
指
定
「
ご
み
袋
」
の
形
状
・

容
量
・
材
質
を
見
直
す
こ
と
と
し
、
在
庫
切
れ
に
な

っ
た
種
類
の
「
ご
み
袋
」
よ
り
順
次
変
更
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
新
規
格
の
「
ご
み
袋
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

在
庫
切
れ
と
な
っ
て
い
る
、
可
燃
用
（
小
）
を
先
行

し
て
発
注
し
、
２
月
１
日
よ
り
各
取
扱
店
に
て
販
売

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
他
の
種
類
は
、
可
燃
用
（
大
・
中
）、

資
源
用
（
大
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
発
注
し
て
い
ま
す
が
、
３

月
下
旬
入
荷
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
掛
け
な
い
よ
う
努
力

し
て
お
り
ま
す
が
、
在
庫
数
と
入
荷
日
の
関
係
か
ら
、
一
部
の

種
類
の
「
ご
み
袋
」
に
つ
い
て
は
、
一
時
期
、
品
切
れ
と
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
め
ご
理
解
の
う
え
、
ご
了
承

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
使
用
中
の
「
ご
み
袋
」
に
つ
い
て
は
、
新
規
格

の
「
ご
み
袋
」
導
入
後
も
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。

お問い合わせは、日高村保健センター　健康福祉課　保健環境係まで

岡
山
県
の
図
書
館
視
察
ツ
ア
ー

〜
日
高
読
も
う
会
〜

岡
山
県
の
図
書
館
視
察
ツ
ア
ー

〜
日
高
読
も
う
会
〜

行
っ
て

き
ま
し
た
！

行
っ
て

き
ま
し
た
！

　
昨
年
12
月
17
日

（日）
、
日
高
読
も
う

会
を
は
じ
め
16
名
が

参
加
し
、
岡
山
県
の

２
つ
の
図
書
館
を
視
察

研
修
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
岡
山
県
立
図

書
館
を
視
察
し
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
新

館
オ
ー
プ
ン
し
た
国
内
で
も
新
し
い
県
立

図
書
館
で
す
。
こ
の
館
の
特
徴
は
、
人
文

科
学
・
自
然
科
学
・
郷
土
な
ど
大
き
く
６

つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
書
架

が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
本

や
周
辺
情
報
に
つ
い
て
の
相

談
）
カ
ウ
ン
タ
ー
が
置
か
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

よ
り
各
分
野
の
専
門
性
を
高

め
、
利
用
者
の
高
度
な
質
問

に
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
職
員

は
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
利
用
者
が
写
真
撮

影
や
デ
ジ
タ
ル
素
材
を
編
集

加
工
す
る
こ
と
が
で
き
る
メ

デ
ィ
ア
工
房
も
あ
り
、
七
五
三
の
写
真
を

撮
る
家
族
が
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
県

民
に
県
立
図
書
館
が
広
く
周
知
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
駐
車
場
は
174
台
収
容
で
き
、
日
曜
日
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
ほ
ぼ
満
車
で
し

た
。
　
次
に
訪
れ
た
の
は
、
岡
山
市
か
ら
北
へ

約
40 

km
に
あ
る
人
口
約
６
、０
０
０
人
の

町
、
久
米
南
町
の
図
書
館
で
す
。
町
内
を

国
道
53
号
線
と
Ｊ
Ｒ
が
通
り
、
人
口
規
模

も
日
高
村
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
視
察

先
に
選
び
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
文
化
ホ
ー
ル
併
設
の
図
書
館
で
、

当
日
は
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
て
い

ま
し
た
。
館
内
に
入
る
と
、
参
加
者
の
多

く
が
ま
ず
〝
あ
た
た
か
い
感
じ
〞
を
受
け

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
照
明
の
色
、
床
や
壁

や
書
架
の
色
合
い
、
人
々
の
過
ご
し
方
な

ど
全
体
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
棚
か
ら
本
が

あ
ふ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
造

り
の
書
架
の
採
用
に
よ
り
、

自
然
に
本
が
人
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
く
る
よ
う
で
、
一
冊
一

冊
の
本
が
生
き
生
き
と
見
え

ま
し
た
。

　
立
地
は
、
役
場
や
保
健
セ

ン
タ
ー
の
並
ぶ
町
の
中
心
地

で
国
道
沿
い
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
前
を
通
る
車
や
人
か

ら
館
内
の
よ
う
す
が
よ
く
見

え
、
抵
抗
感
な
く
入
っ
て
こ

ら
れ
そ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。

実
際
、
国
道
を
通
り
か
か
る

町
外
の
人
に
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
高
知
県
内
に
は
な
い
タ
イ
プ
の
２
つ
の

図
書
館
を
視
察
し
、
参
加
者
が
そ
れ
ま
で

持
っ
て
い
た
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
な

に
か
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
帰
り

の
バ
ス
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
高
村
の
図

書
館
に
つ
い
て
前
向
き
な
意
見
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。
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